
「熟議」という話し合いを通して、学校と地域の方の

「目指す子ども像」のイメージの共有をしています。 

 コミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）は、地域の人々

と目標やビジョンを共有し、一体となって子どもを育む「地域と

ともにある学校」へと転換していくことを目指して、広く保護者

や地域のみなさんが参画することができる取組です。 

 今年度砂川市では、砂川小学校と砂川中学校で取組を開始して

います。各校１０人の運営協議会委員の方々と「目指す子ども像」

の共有や、次年度の学校運営方針の承認などについて協議・活動

を行ってきました。 

コロナ禍ということもあり、地域と共に活動することが難しい

状況ではありましたが、砂川小学校では１０月に地域のみなさん

と一緒に「１日防災学校」を、砂川中学校では２月１８日に生徒

のボランティア活動「除雪ボランティア」を実施しました（除雪

ボランティアについては次号でお知らせします！） 

次年度からは市内全小中学校で実施を予定しています。「地域

の宝」である子どもたちのより良い成長のために、学校・家庭・

地域が連携・協働して関わっていける取組を目指しています。 

栗山町への先進地視察研修の様子 

設立の経緯や取組について学びました。 

砂川小「1日防災学校」での取組 

地域の方と子どもたちが新聞紙での

お皿作りを一緒に行いました。 
※文部科学省ＨＰより 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ あいさつで コロナに負けない え顔をつくろう  豊沼小学校 十文字陸さん 


